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PSR 1706-44は周期 102msの若い中性子星であり、スピンダウンパワーが観測されているパルサーの中で 4番
目に大きいという特徴を持つ。この天体は他波長観測が行われており、ガンマ線領域では、EGRETによってGeV
領域のパルス成分が、それに続いてCANGAROO 3.8m望遠鏡によって 1TeV以上の領域で非パルス成分のガン
マ線が検出された。X線領域ではASCAとROSATによって非パルス成分が検出されている。これらX線の観測
や VLAによる電波観測によって非常にかすかではあるが星雲があるのではないかという報告がされている。こ
のような状況では宇宙背景放射のエネルギー密度はシンクロトロン放射のエネルギー密度よりはるかに大きく、
TeV領域のガンマ線放射は背景宇宙放射の光子によって散乱された電子のインバースコンプトンによって生じて
いると考えられている。
我々のグループは 1999 年に CANGAROO-II 7m 望遠鏡で PSR1706-44 の観測を行い、この解析によって

700GeV までのスペクトルを得た。このスペクトルは 1TeV 付近で折れ曲がりが見られ、インバースコンプトン
モデルを支持する結果となった。より低いエネルギーしきい値までのスペクトルを求めるために、2000年、2001
年に CANGAROO-II 10m 望遠鏡でさらに観測を行っている。
本講演ではこの 10m望遠鏡の観測データの解析結果を報告する。解析には従来のイメージ法に加え、エネル
ギー依存性を取り入れたカイ 2乗パラメータによるカットも取り入れている。シミュレーションによって予想さ
れたエネルギーしきい値である 400GeVまでのガンマ線 fluxについて議論する。


